
　
伝
動
ベ
ル
ト
は
静
か
で
振
動
が
少
な
く
安
価
、
潤
滑
装
置
が
不
要
な
ど
の
特
徴
か

ら
、
パ
ソ
コ
ン
用
プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
各
種
の
産
業
機
械
ま
で
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
き

た
。
近
年
は
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ベ
ル
ト
用
と
し
て
の
利
用
減
な
ど
、

華
や
か
な
話
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
へ
来
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
貢
献
な

ど
あ
ら
た
な
角
度
か
ら
光
が
あ
た
り
出
し
て
い
る
。
　

伝動ベルト 充
実
す
る
機
能
、
役
立
つ

省
エ
ネ
貢
献
で
も
注
目

ＰＲ

▲

　
伝
動
ベ
ル
ト
は
、
摩
擦
伝

動
の
平
ベ
ル
ト
・
Ｖ
ベ
ル
ト

と
か
み
合
い
伝
動
の
歯
付
ベ

ル
ト
に
大
き
く
わ
け
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
軸
間
距
離
を

大
き
く
と
れ
、
滑
ら
か
な
動

き
と
静
か
な
運
転
が
可
能
と

な
る
。
ま
た
、
ベ
ル
ト
自
体

も
軽
量
な
う
え
振
動
を
吸
収

す
る
の
で
、
組
み
込
む
機
械

の
軽
量
化
・
構
造
の
簡
素
化

に
も
役
立
つ
。
ヤ
マ
ハ
発
動

機
が
２
０
１
１
年
の
東
京
モ

ー
タ
ー
シ
ョ
ー
に
出
品
し
た

コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
「
Ｙ
１

２
５
も
え
ぎ
」
で
は
、
排
気

量
１
２
５

の
エ
ン
ジ
ン
に

ベ
ル
ト
ド
ラ
イ
ブ
、
ス
リ
ム

な
車
体
、
転
が
り
抵
抗
の
少

な
い
細
身
の
大
径
タ
イ
ヤ
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
、
重
量
は

に
抑
え
た
。
燃
費
は

ガ
ソ
リ
ン
１

当
た
り

を
目
標
値
と
し
て
い
る
と

い
う
。

　
近
年
は
材
質
や
心
線
の
改

良
な
ど
を
通
じ
、
よ
り
大
き

な
力
に
耐
え
ら
れ
る
製
品
が

開
発
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
合

成
ゴ
ム
な
ど
機
能
化
し
や
す

い
素
材
を
生
か
し
て
、
帯
電

防
止
特
性
を
強
化
し
た
製
品

な
ど
も
登
場
し
て
い
る
。
消

費
者
が
あ
ま
り
意
識
し
な
い

と
こ
ろ
で
、
た
く
さ
ん
使
わ

れ
て
い
る
の
が
伝
動
ベ
ル
ト

だ
。

　
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
パ

ワ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
を
は
じ
め

自
動
化
の
進
展
と
と
も
に
使

用
部
位
を
増
や
し
て
き
た
。

特
に
タ
イ
ミ
ン
グ
ベ
ル
ト
用

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、

年
代
後
半
か
ら
エ
ン
ジ
ン

の
コ
ン
パ
ク
ト
化
要
求
が
高

ま
っ
た
こ
と
や
チ
ェ
ー
ン
の

進
歩
も
あ
り
、
同
期
伝
動
に

関
し
て
は
チ
ェ
ー
ン
に
シ
ェ

ア
を
奪
わ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、
最
近
で
は
幅
を
狭

め
な
が
ら
十
分
な
伝
動
能
力

・
耐
久
性
を
確
保
し
た
ベ
ル

ト
が
登
場
し
て
い
る
ほ
か
、

自
動
車
用
で
は
な
い
が
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
の
中
で
も
使
用

可
能
な
ベ
ル
ト
が
開
発
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
利
用
拡
大

も
期
待
で
き
る
。

　

本
文
、
次
ペ
ー
ジ
下
段

へ
続
く

優
美
な
姿
が
注
目
さ
れ
た

「
Ｙ
１
２
５
も
え
ぎ
」

フラッシュ
　
◆
来
月
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
普
及
セ
ミ

　
新
潟
県
　

日

時
か
ら
長
岡
市
の
長
岡
商
工

会
議
所
で
、
３
月
８
日

時
か
ら
新
潟
市
中
央
区

の
新
潟
商
工
会
議
所
中
央
会
館
で
企
業
の
経
営
戦

略
と
連
動
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
「
こ

れ
か
ら
の
成
長
企
業
に
求
め
ら
れ
る
事
業
継
続
と

は
」
を
開
く
。
危
機
管
理
教
育
＆
演
習
セ
ン
タ
ー

の
細
坪
信
二
理
事
長
と
危
機
管
理
対
策
機
構
の
ナ

タ
ー
ン
・
リ
ー
・
ロ
ー
デ
ン
理
事
が
講
演
す
る
。

各
会
場
定
員

人
程
度
。
参
加
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
危
機
管
理
教
育
＆
演
習
セ
ン
タ
ー

０
２
５

・
７
８
１
・
５
２
５
３

へ
。

　
◆
Ｐ
Ｍ

の
情
報
発
信
強
化

　
名
古
屋
市
　
大
気
汚
染
や
健
康
被
害
の
原
因
と

さ
れ
る
微
小
粒
子
状
物
質
「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」
の
情

報
発
信
体
制
を
強
化
す
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
解
説
ペ
ー
ジ
を
設
け
た
ほ
か
、

３
月
末
ま
で
に
市
内
に
８
カ
所
あ
る
測
定
局
を

カ
所
に
増
や
す
。
市
は
２
０
１
１
年
度
か
ら
Ｐ
Ｍ

２
・
５
の

時
間
測
定
を
実
施
し
て
お
り
、

年

度
は

日
間
、

年
度
は

日
ま
で
の
時
点
で

日
間
の
基
準
超
過
日
が
あ
っ
た
。

　
◆
京
都
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
フ
ェ
ア

　
京
都
府
、
京
都
産
業

　

日
か
ら
２
日
間
、

京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

京
都
市
伏
見
区

で
「
京

都
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
フ
ェ
ア
２
０
１
３
」
を
開
く
。

府
内
の
中
小
企
業
１
３
０
社
、

グ
ル
ー
プ
に
よ

る
展
示
商
談
会
を
メ
ー
ン
に
、
近
畿
・
四
国
の
産

業
支
援
機
関
が
参
加
し
て
大
手
メ
ー
カ
ー
担
当
者

と
中
小
企
業
の
面
談
方
式
に
よ
る
商
談
会
も
実

施
。
製
品
開
発
型
企
業

社
に
よ
る
独
自
技
術
や

製
品
の
Ｐ
Ｒ
展
示
も
行
う
。
国
際
化
や
起
業
、
サ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
を
テ
ー
マ
に
し

た
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
同
時
開
催
す
る
。
入
場
は

無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
京
都
産
業

０
７
５
・

３
１
５
・
９
２
３
４

へ
。

　
◆
電
子
債
権
決
済
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
福
岡
銀
行

福
岡
市
中
央
区
、
０
９
２
・
７
２

３
・
２
１
３
１

電
子
記
録
債
権
に
よ
る
資
金
決

済
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
さ
い
サ
ー
ビ
ス
」
を

日
に

始
め
る
。
同
行
の
法
人
・
個
人
事
業
主
向
け
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
「
ふ
く
ぎ
ん
ビ
ジ
ネ
ス

バ
ン
キ
ン
グ
Ｗ
ｅ
ｂ
」
を
通
じ
て
利
用
で
き
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
や
事
務
作
業
の
軽
減
が
図
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
営
業
推
進
部

０
９
２
・
７
２
３

・
２
５
１
２

へ
。

　
◆

日
、
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ

　
十
八
銀
行
　

日

時
か
ら
長
崎
市
の
本
店
で

「
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。
中
堅

中
小
企
業
向
け
の
貿
易
実
務
や
物
流
に
つ
い
て
講

演
す
る
。
無
料
。
定
員

人
。
申
し
込
み
が
必

要
。
問
い
合
わ
せ
は
法
人
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部

０
９
５
・
８
２
７
・
８
１
５
６

へ
。

２
０
１
３
年
度
予
算

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
支
援
広
島
県

新
エ
ネ
の
創
出
促
進
和
歌
山
県

寺門さん

企
業
立
地
促
進
へ
融
資
千
葉
市

帆船「あこがれ」取得へ

「
人
材
育
成
に
活
用
」
上
野
電
工
社
長

　
◎

大
阪
市
が
２
０
１
２
年
度

末
に
廃
止
を
予
定
し
て
い
る
体
験

航
海
用
帆
船
「
あ
こ
が
れ

写

真
」
の
取
得
に
向
け
、
中
小
企
業

経
営
者
が
動
き
だ
し
た
。
「
ま
だ

外
洋
に
も
十
分
使
え
る
の
に
、
も

っ
た
い
な
い
」
と
立
ち
上
が
っ
た

の
は
、
上
野
喜
與
之
上
野
電
気
工

業

大
阪
府
豊
中
市

社
長
。
か

ね
て
フ
ァ
ン
だ
っ
た
ジ
ョ
ン
万
次

郎
の
名
を
船
名
に
使
い
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
に
使
い
た
い
」

と
構
想
を
描
く
。

　
◎

ジ
ョ
ン
万
次
郎
は
幕
末
期

に
高
知
県
土
佐
清
水
で
生
ま
れ
、

漁
で
の
遭
難
で
米
国
船
に
助
け
ら

れ
た
こ
と
を
契
機
に
渡
米
し
、
異

国
の
文
化
と
学
問
を
習
得
し
た
人

物
。
船
名
に
は
米
国
船
の
船
長
の

名
も
使
い
「
ジ
ョ
ン
マ
ン
・
ホ
ッ

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
号
」
と
す
る
考

え
。
上
野
社
長
の
就
航
計
画
は
、

主
に
高
校
生
以
上
を
対
象
と
す
る

長
期
研
修
だ
。

　
◎

「
船
上
は
日
本
語
を
禁

止
」
。
ジ
ョ
ン
の
縁
の
地
で
あ
る

ハ
ワ
イ
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、

ボ
ス
ト
ン
を
６
カ
月
か
け
て
ま
わ

り
、
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
と
と
も

に
精
神
鍛
錬
や
団
結
力
、
国
際
感

覚
を
養
う
。
「
第
２
、
第
３
の
ジ

ョ
ン
万
次
郎
を
輩
出
し
た
い
」
と

上
野
社
長
。
近
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

立
ち
上
げ
、
運
営
・
維
持
費
の
確

保
に
向
け
て
企
業
や
個
人
の
寄
付

金
を
募
る
。

ベトナムなどへ経済ミッション豊橋会議所
　
豊
橋
商
工
会
議
所

愛
知
県
豊
橋
市

は
、
３
月
４
―
９
日
に
ベ
ト
ナ
ム
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
す

る
。
現
地
の
工
業
団
地
や
人
材
育
成
機
関

な
ど
の
視
察
、
日
本
人
商
工
会
や
大
学
関

係
者
な
ど
と
の
交
流
で
、
参
加
企
業
に
よ

る
両
国
の
資
源
活
用
に
役
立
て
て
も
ら

う
。
同
商
工
会
議
所
創
立
１
２
０
周
年
記

念
事
業
の
一
環
。
製
造
業
や
金
融
業
な
ど

の
会
員
企
業
か
ら

人
が
参
加
す
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
日
系
の
金
属
加
工
会
社

や
日
本
語
教
育
機
関
の
視
察
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
工
科
大
学
な
ど
と
の
交
流
会
を
行

う
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
工
業
団
地
の
視
察

や
日
本
人
商
工
会
な
ど
と
の
交
流
会
に
加

え
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

ジ
ェ
ト
ロ

に
よ
る
投
資
環
境
や
日
系
企
業
の
進
出
状

況
な
ど
の
説
明
会
が
あ
る
。
経
済
ミ
ッ
シ

ョ
ン
派
遣
は
２
０
０
８
年
の
ド
イ
ツ
、
オ

ラ
ン
ダ
以
来
で
東
南
ア
ジ
ア
へ
は
初
め

て
。

名
古
屋

　
【
広
島
】
介
護
施
設
な
ど
を
運
営
す
る
は
る
か
ぜ

広
島
県
呉
市
、
黒
川
義
之
社
長
、
０
８
２
３
・
７
６

・
６
１
３
３

は
、
高
齢
者
な
ど
要
介
護
者
の
ベ
ッ
ド

か
ら
の
転
落
防
止
に
役
立
つ
新
シ
ス
テ
ム
を
完
成
し

た
。
広
島
県
西
部
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
支
援
を

受
け
て
開
発
し
た
。
距
離
画
像
セ
ン
サ
ー
を
活
用
。
転

落
危
険
度
を
自
動
判
定
し
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
な
ど
に

知
ら
せ
る
。
す
で
に
受
注
活
動
を
始
め
て
お
り
、

万

円
の
低
価
格
で
４
月
か
ら
販
売
す
る
。

センサー使って通知ベッドからの転落
危
険
度
を
自
動
判
定
介
護
施
設
向
け
に
受
注
は
る
か
ぜ

転落の危険を判定し携帯電
話などに知らせるシステム

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ２月１８日 月曜日 　　

良
い
も
の
は
売
れ
る

　
▽

「
良
い
も
の
は
売
れ

る
と
い
う
強
い
思
い
が
あ

る
」
と
話
す
の
は
、
常
陽
銀

行
頭
取
の
寺
門
一
義
さ
ん
。

食
品
関
連
事
業
者
の
販
路
拡

大
支
援
を
目
的
に
水
戸
市
内

の
ホ
テ
ル
で
今
年
も
「
食
の

商
談
会
」
を
開
い
た
。

　
▽

同
商
談
会
は
今
回
が

回
目
。
年
々
、
出
展
企
業

や
来
場
者
が
増
加
。
今
年
は

参
加
者
約
１
３
０
０
社
・
２

７
０
０
人
規
模
と
な
っ
た
。

「
規
模
の
大
き
さ
が
人
を
呼

び
込
め
る
要
因
に
な
っ
て
い

る
」
と
冷
静
に
分
析
す
る
。

　
▽

「
現
状

は
良
い
も
の
が

多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い
に

く
い
環
境
に
あ

り
、
知
っ
て
も
ら
え
る
出
会

い
の
場
を
提
供
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢

献
し
た
い
」
と
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
「
場
」
を
仕
掛
け
る

構
え
。
　

水
戸

　
【
南
大
阪
】
和
歌
山
県
は

２
０
１
３
年
度
当
初
予
算
案

に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出

促
進
と
し
て
３
０
７
１
万
円

を
盛
り
込
ん
だ
。
農
業
用
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
の
導

入
を
支
援
し
、
県
内
森
林
資

源
の
地
域
内
循
環
と
安
定
し

た
農
業
経
営
の
実
現
を
目
指

す
。
さ
ら
に
県
漁
業
調
査
船

「
き
の
く
に
」
の
魚
群
探
知

機
を
高
性
能
化
し
、
沿
岸
域

の
表
層
型
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ

ー
ト
を
調
べ
る
。
産
業
分
野

の
新
政
策
は
ほ
か
に
、
世
界

で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る

た
め
、
知
事
や
経
済
人
ら
が

講
師
を
務
め
る
経
営
塾
「
わ

か
や
ま
塾
」
開
催
に
３
６
０

万
円
を
計
上
。
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
県
外
市
場
開
拓
支
援
に

３
３
５
万
円
を
充
て
た
。
既

存
事
業
で
は
起
業
家
創
出
支

援
や
県
内
企
業
の
海
外
展
開

支
援
な
ど
の
予
算
を
増
額
。

　
一
般
会
計
は
前
年
度
比
１

・
３
％
減
の
５
６
７
２
億

円
。
前
年
度
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
国
体
関
連
施
設
の
整
備

が
終
わ
っ
た
た
め
に
減
少
し

た
。
商
工
費
は
同
１
・
９
％

増
の
１
０
０
２
億
円
。

　
【
広
島
】
広
島
県
は
２
０

１
３
年
度
当
初
予
算
案
で
、

商
工
労
働
分
野
に
前
年
度
比

３
・
５
％
増
の
４
９
０
億
円

を
計
上
し
た
。
成
長
戦
略
の

要
と
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
強
い
経
済
、
雇
用

環
境
創
出
を
目
指
し
た
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。

　
新
た
に
始
め
る
中
小
企
業

技
術
・
経
営
力
評
価
支
援
な

ど
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
支
援
、
医
療
関
連
ク
ラ
ス

タ
ー
形
成
な
ど
に

億
円
を

充
て
る
。
企
業
立
地
促
進
で

は
、
基
幹
産
業
強
化
促
進
助

成
を
創
設
す
る
な
ど
助
成
制

度
の
見
直
し
を
行
い
同

％

増
の

億
円
。
中
小
企
業
を

金
融
面
か
ら
支
援
す
る
県
預

託
制
度
融
資
に
３
１
３
億
円

を
計
上
し
、
新
規
融
資
枠
に

同

億
円
増
の
６
２
０
億

円
、
つ
な
ぎ
融
資
枠
６
９
０

億
円
を
確
保
し
た
。

　
人
づ
く
り
事
業
で
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
、
技
能
人
材
な
ど

の
育
成
に
２
億
円
。
雇
用
対

策
で
は
新
規
事
業
で
学
生
と

企
業
若
手
社
員
の
交
流
会
を

関
東
・
関
西
で
実
施
す
る
ほ

か
、
全
て
の
世
代
の
就
業
支

援
や
離
転
職
者
訓
練
、
基
金

に
よ
る
雇
用
創
出
な
ど

億

円
を
計
上
し
た
。

　
一
般
会
計
は
同
０
・
９
％

減
の
９
２
２
１
億
円
と

年

連
続
減
少
。
当
初
予
算
と
一

体
的
に
取
り
組
む
緊
急
経
済

対
策
を
先
取
り
し
た

年
度

２
月
補
正
を
合
わ
せ
る
と
、

同
２
・
０
％
増
に
な
る
。

中
小
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
を
支
援

相
模
原
市

　
【
横
浜
】
相
模
原
市
は
市

内
中
小
企
業
の
事
業
継
続
計

画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
を
２
０

１
３
年
度
か
ら
支
援
す
る
。

中
小
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
や

す
い
よ
う
に
、
製
造
業
や
流

通
業
、
小
売
業
な
ど
業
種
ご

と
に
ひ
な
型
を
作
る
ほ
か
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
成
を
併
せ
て
実
施
す

る
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

た
こ
と
を
受
け
、

年
度
当

初
予
算
案
に
新
規
事
業
と
し

て
盛
り
込
ん
だ
。

　
業
種
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

前
提
や
目
的
、
内
容
が
異
な

る
た
め
、
数
種
類
の
ひ
な
型

を
作
成
。
中
小
企
業
各
社
は

ひ
な
型
を
基
に
自
社
の
状
況

を
加
味
し
て
完
成
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

　

年
度
予
算
案
の
一
般
会

計
は
前
年
度
比
１
・
５
％
減

の
２
４
４
５
億
円
。
こ
の
う

ち
商
工
費
は
同
３
・
９
％
減

の
１
５
３
億
円
。

　
【
千
葉
】
千
葉
市
は
２
０

１
３
年
度
に
企
業
立
地
促
進

の
た
め
の
融
資
制
度
を
新
設

す
る
。
市
内
に
新
し
く
立
地

す
る
企
業
に
対
し
、
設
備
投

資
に
必
要
な
資
金
を
最
高

億
円
融
資
。
最
長
５
年
間
に

わ
た
り
、年
間
１
１
％
の
利

子
補
給
を
実
施
す
る
。

年

度
当
初
予
算
案
に
３
億
７
９

５
０
万
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

ま
た
１
億
５
４
６
４
万
円
を

計
上
し
、
立
地
促
進
の
た
め

の
助
成
を
重
点
的
に
実
施
。

市
内
へ
の
転
入
を
見
込
む
市

外
企
業
だ
け
で
な
く
、
事
業

所
拡
張
な
ど
追
加
の
設
備
投

資
を
予
定
し
て
い
る
市
内
企

業
に
対
象
を
広
げ
る
。
事
業

拡
大
を
促
進
し
雇
用
創
出
に

つ
な
げ
る
。
市
で
は
「
制
度

の
拡
充
で
、
誘
致
を
実
現
さ

せ
た
い
」

今
井
克
己
経
済

企
画
課
長

と
し
て
い
る
。

　
一
般
会
計
は
前
年
度
比
１

７
％
減
の
３
５
９
５
億
円
。

中
小
企
業
資
金
融
資
の
預
託

金
額
を
見
直
し
た
こ
と
か
ら

商
工
費
は
同

・
７
％
減
の

３
２
４
億
円
と
な
っ
た
。

エ
リ
ア
防
災

計
画
を
策
定

東
京
・
新
宿
区

　
東
京
都
新
宿
区
は
２
０
１

３
年
度
に
「
エ
リ
ア
防
災
計

画
の
策
定
」
に
着
手
す
る
。

年
度
当
初
予
算
案
に
３
３

０
０
万
円
を
計
上
し
た
。
国

や
区
、
土
地
開
発
事
業
者
な

ど
で
構
成
す
る
「
新
宿
駅
周

辺
都
市
再
生
緊
急
整
備
協
議

会

仮
称

」
を
立
ち
上

げ
、
官
民
が
協
力
し
て
防
災

力
の
向
上
に
努
め
る
。
帰
宅

困
難
者
対
策
や
食
料
備
蓄
な

ど
総
合
的
な
防
災
計
画
に
取

り
組
む
。

　
ま
た
耐
震
診
断
や
耐
震
補

強
、
建
て
替
え
を
補
助
す
る

「
建
築
物
等
耐
震
化
支
援
事

業
」
に

億
９
３
０
０
万
円

を
計
上
し
た
。
前
年
度
に
比

べ
２
億
５
０
０
０
万
円
の
増

額
。
こ
の
ほ
か
、
防
災
資
機

材
の
充
実
や
本
庁
舎
の
耐
震

化
事
業
な
ど
を
盛
り
込
み
、

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
首
都
直

下
地
震
へ
の
対
策
を
急
ぐ
。

　
中
小
企
業
者
支
援
で
は
、

商
工
業
融
資
資
金
利
子
補
給

に
３
９
０
０
万
円
、
全
体
の

融
資
枠
と
し
て

億
円
を
計

上
し
た
。

　
一
般
会
計
は
前
年
度
比
０

・
７
％
減
の
１
３
６
２
億

円
、
産
業
経
済
費
は
同
９
・

１
％
減
の

億
円
。

来
月
か
ら
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

福
岡
市
で
実
施

　
【
福
岡
】
福
岡
ア
ジ
ア
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
拠
点
推
進
会
議

福
岡
市
博
多
区
、
末
吉
紀

雄
会
長

福
岡
商
工
会
議
所

会
頭
、
０
９
２
・
４
４
１
・

１
１
１
９

は
、
３
月
２
日

か
ら
４
月
７
日
を
「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
福
岡
」
と

名
付
け
、
福
岡
市
の
商
業
施

設
内
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
な
ど
関
連
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
。
市
内
の
商
業
振

興
が
目
的
で
同
様
の
取
り
組

み
は
初
め
て
。

商
業
施

設
、

店
舗
以
上
が
参
加
。

　
主
な
内
容
は
シ
ョ
ー
や
セ

ー
ル
の
他
、
旅
行
や
商
品
券

が
抽
選
で
当
た
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
や
無
料
情
報
誌
の
発

行
な
ど
。
２
月

日
に
専
用

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

を
開
設
す
る
。
今
後
も
毎
年

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

宮
崎
銀
、
環
境

格
付
で
５
社
認
定

　
【
宮
崎
】
宮
崎
銀
行
は
環

境
負
荷
低
減
に
取
り
組
む
企

業
を
支
援
す
る
「
み
や
ぎ
ん

環
境
格
付
融
資
制
度
」
で
、

優
良

Ｓ

の
格
付
け
評
価

を
取
得
し
た
５
社
を
認
定
し

た
。
同
制
度
は
５
段
階
の
環

境
格
付
け
に
応
じ
て
同
行
の

所
定
金
利
か
ら
最
大
０
・
８

％
の
金
利
割
引
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
格
付
け
評
価

の
最
上
位
は
最
優
良

Ｗ

Ｓ

。
認
定
企
業
は
次
の
通

り
。

　
▽
児
玉
組

宮
崎
県
え
び

の
市

▽
田
村
産
業

宮
崎

市

▽
九
州
化
工

鹿
児
島

県
鹿
屋
市

▽
九
州
宮
崎

鹿
児
島
市

▽
藤
田
ワ
ー

ク
ス

鹿
児
島
県
霧
島
市

大
商
副
会
頭
に

尾
崎
大
ガ
ス
社
長

　
大
阪
商
工
会
議
所
は
新
副

会
頭
に
、
尾
崎
裕
大
阪
ガ
ス

社
長

を
内
定
し
た
。

３
月

日
に
開
く
第
４
回
通

常
議
員
総
会
で
正
式
に
選
任

す
る
。
同
日
付
で
樋
口
武
男

副
会
頭

大
和
ハ
ウ
ス
工
業

会
長
、

が
退
任
す
る
。

　
核
に
な
る
距
離
画
像
セ
ン

サ
ー
は
赤
外
線
を
照
射
し
反

射
し
て
戻
る
ま
で
の
時
間
を

計
測
し
、
対
象
物
と
の
距
離

を
３
次
元
で
取
得
す
る
仕
組

み
。
カ
メ
ラ
と
違
っ
て
夜
間

で
も
使
用
可
能
で
、
画
像
を

映
さ
な
い
の
で
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
も
配
慮
で
き
る
。

　
シ
ス
テ
ム
構
成
は
セ
ン
サ

ー
の
ほ
か
、
情
報
を
無
線
通

信
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ボ
ッ

ク
ス
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
衝
撃

吸
収
マ
ッ
ト
な
ど
と
簡
素
化

し
た
。
離
れ
た
場
所
か
ら
パ

ソ
コ
ン
で
確
認
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

　
セ
ン
サ
ー
は
３
次
元
距
離

デ
ー
タ
か
ら
要
介
護
者
の
位

置
と
姿
勢
を
正
確
に
算
出
す

る
の
で
、
誤
動
作
が
少
な
い

の
も
特
徴
だ
。

　
危
険
の
度
合
い
を
３
段
階

で
判
定
し
、
異
常
時
に
は
携

帯
電
話
と
パ
ソ
コ
ン
に
自
動

送
信
す
る
。
ま
た
危
険
時
は

前
後

秒
間
の
画
像
を
録

画
、
保
存
す
る
。
オ
プ
シ
ョ

ン
と
し
て
注
意
警
報
が
発
令

さ
れ
れ
ば
マ
ッ
ト
が
自
動
的

に
開
き
、
衝
撃
を
吸
収
す
る

機
能
も
備
え
た
。
月
額
５
０

０
０
円
前
後
で
リ
ー
ス
形
式

で
も
供
給
す
る
。
低
価
格
化

す
る
こ
と
で
普
及
を
加
速
さ

せ
る
。

昨
年
の
中
部

鉱
工
業
生
産

２
年
ぶ
り
上
昇

　
【
名
古
屋
】
中
部
経
済
産

業
局
が
ま
と
め
た
２
０
１
２

年
の
管
内
鉱
工
業
動
向

速

報

は
生
産
指
数
が
前
年
比

６
・
１
％
上
昇
の

・
８
で

２
年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
っ

た
。
自
動
車
と
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン

多
機
能
携
帯
電
話

な
ど
の
情
報
通
信
機
器
が
全

体
を
け
ん
引
し
た
。

　
主
力
の
輸
送
機
械
工
業
は

エ
コ
カ
ー
減
税
の
追
い
風
を

受
け
て
年
前
半
の
生
産
が
好

調
だ
っ
た
た
め
、
同

・
０

％
上
昇
。
一
方
、
不
振
だ
っ

た
家
電
の
影
響
で
、
情
報
通

信
機
械
工
業
は
同

・
３
％

低
下
と
な
っ
た
。

　

年

月
の
生
産
指
数

は
、
前
月
比
０
・
２
％
上
昇

の

・
０
で
２
カ
月
ぶ
り
に

上
昇
し
た
。
前
年
同
月
比
で

は

・
３
％
低
下
だ
っ
た
。

総
括
判
断
は
上
方
修
正
し

「
下
げ
止
ま
り
つ
つ
あ
る
」

と
し
た
。

中
小
の
連
携
強
化

佐
　賀
　県

　
【
佐
賀
】
佐
賀
県
は
中
小

企
業
の
連
携
強
化
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
２
０
１
３
年
度
当

初
予
算
案
を
ま
と
め
た
。
そ

の
う
ち
産
業
分
野
で
は
新
規

事
業
の
「
中
小
企
業
連
携
強

化
促
進
事
業
費
補
助
」
に
２

０
７
１
万
円
を
計
上
。

　
中
小
製
造
業
の
新
規
事
業

展
開
に
向
け
て
、
企
業
連
携

体
の
構
築
を
支
援
す
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
人
を
配
置

す
る
。
ま
た
、
「
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
拠
点
整
備
事
業

費
」
に
３
２
４
万
円
を
充
て

る
。

　

年
度
は

年
度
に
定
め

た
総
合
計
画
の
取
り
組
み
を

加
速
す
る
。
一
般
会
計
の
総

額
は
前
年
度
比
１
・
１
％
減

の
４
１
３
９
億
円
。


